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『敦煌祕笈』所收寫本硏究論著目錄稿

山本孝子編

『敦煌祕笈』目錄册および影片册全 9册の刋行（2009～2013）が完了してから
すでに三年が經過し、杏雨書屋所藏の敦煌文書を利用した硏究成果の報告が盛ん
となっている。そこで、『敦煌祕笈』刋行以前の過去の關連業績もカバーしつつ最
新の情報を反映させ、所藏番號ごとに時系列に沿って網羅採錄した目錄を作成し、
利用の便に供したいと考えた。本目錄の收錄對象・分類整理の基本方針は後揭の
「凡例」に述べる通りであるが、ごく簡單に硏究の動向について觸れておくことに
したい。
すでに知られている通り、杏雨書屋所藏「敦煌祕笈」には全 736點（羽 1～羽 775

のうち、羽 486～羽 500は缺番）が含まれる 1。舊藏者の目錄やわずかな圖錄に基
づき硏究が進められることもあったが 2、これまで非公開であったコレクションの
全容を把握できるようになったのは大きな前進と位置付けられる 3。
寫眞が公開されたことによる最大の收穫は、寫本の表裏の狀況や他のコレクショ

ンとの接合關係について確認が可能となったことであろう。いわゆる“劫餘”部
分においてだけでなく、イギリス・フランス・ロシアなどのコレクションと繫がる
ものも少なくない。眞僞のほどが疑われていた寫本についても、他のコレクショ
ンとの接合關係により眞作であることが裏付けられたり、逆に僞造の過程が明ら
かとなったものもある 4。他との接合については寫本の入手經路、さらには眞僞問
題にも繫がる重要な情報であることから、現時點で明らかとなっているものにつ
いてはすべて目錄中に明記することとした。また、敦煌以外の地域からもたらさ
れた寫本が混在していることも確認されている。
硏究の進展とともに、目錄の不備が指摘されている。例えば、羽 71は目錄では
1來歷について詳しくは高田 2015、特に「三、杏雨書屋所藏の“敦煌祕笈」を參照。
2目錄・圖錄については、山本孝子「敦煌吐魯番文獻圖錄目錄集覽稿」『敦煌寫本硏究年報』第 2

號，2008，「V. 中國（李盛鐸舊藏）」および第 3號，2009，「XVI. 日本（散錄）」を參照。古寫眞に
ついては、識語に附記される「圖版所在」、岩本 2010cも合わせて參照。

3しかしながら『敦煌祕笈』カラー寫眞についても十分に鮮明であるとは言いがたく、硏究の精
度を上げるためには、やはり原寫本の實見調査を缺かすことができない。

4高田 2015「五、作僞の一例」。



その內容は變文であるとされるが、實際には全六紙のうち變文が記されているの
は四紙のみであり、殘り二紙は二通の手紙が貼り合わされたものである 5。このよ
うに不足があるもののほか、擬題が不正確であるもの、內容が同定されていない
ものなどについても全容が見えつつある。從前の硏究成果を十分に踏まえた上で、
各寫本の基礎的な情報を綿密に調べ直し、整理・補訂作業を行うことは不可缺か
つ緊要の課題であるといえるだろう。

凡例

(1) この目錄は、公益財團法人武田科學振興財團杏雨書屋所藏『敦煌祕笈』（大阪：
武田科學振興財團，2009-2013）所收の寫本を扱う硏究論著を所藏番號ごとに列擧
したものである。但し、所藏番號に言及するのみで特に寫本の內容についての議論
がない論著のほか、一般に流通していない未公刋の論文・報告書・豫稿集・發表要
旨などは割愛した。
(2)『敦煌祕笈』公刋以前に羽田亨博士收集西域出土文獻寫眞を利用した硏究につ
いても、釋文が示されているものを中心に可能な限り取り上げた 6。
(3) 從前の硏究において、他の所藏機關の寫本との接合、あるいは同一寫本の離れ
であることが明らかとなっているものについては、文書番號のあとに註記する 7。
(4) 敦煌以外の地域からもたらされたことが明らかなものについては、文書番號の
あとにその出土地を註記する。
(5) 所藏番號ごとに硏究文獻の發表年代順に配列し、リスト末尾に著者別の文獻一
覽（アルファベット順）を附す。
(6) 2016年 12月末時點において確認できているものを採錄する。
(7) 目錄の作成に當たっては、岩本 2010c、鄭阿財「杏雨書屋《敦煌祕笈》來源、價
値與硏究現況」『敦煌硏究』2013年第 3期，116-127頁、陳麗萍・趙晶「日本杏雨
書屋藏敦煌吐魯番文書硏究綜述」；趙晶・陳麗萍「日本杏雨書屋藏敦煌吐魯番文書
硏究論著目錄（2009-2014）」、『2014敦煌學國際聯絡委員會通訊』上海：上海古籍
出版社，2014，74-85頁；362-372頁を參照した。

5山本 2011、山本 2015。
6ただし、景敎文獻 (羽 13、羽 431、羽 459、羽 460)については『敦煌祕笈』公刋以前にも少な

からざる議論がなされてきたが、ここでは逐一取り上げていない。また、公刋後であっても『敦煌
祕笈』の寫眞を使用せず、先行硏究の釋文等に據っているものについても割愛した。岩本 2016に
硏究史が整理されているので參照されたい。

7公開と同時に多くの專門家がそれぞれ硏究に着手したことにより、複數の硏究者が同一寫本に
集中して同樣の成果を發表し、相互に參照がなされていない狀況も散見される。それが誰の發見で
あるのか、その先後をいうのは難しい場合が少なくない。そのため、ここでは敢えて特定の文獻を
註記していない。必要に應じて文書番號別に列擧した硏究成果を參照されたい。
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(8) 末尾にこのコレクションの來歷など全體に關わる論著を「總論」として附す。

所藏番號別硏究文獻一覽（年代順）
【羽 1】
　　　　識語 222

【羽 2】
　　　　識語 38、鄭阿財 2016

【羽 3R】P.2735と接合
　　　　劉永明 2010、王卡 2015、劉永明 2016

【羽 4】
　　　　識語 167、大屋 2014

【羽 5】
　　　　識語 310

【羽 6】
　　　　識語 604、陳濤 2010b、朱鳳玉 2016

【羽 7】
　　　　識語 625、陳濤 2010b

【羽 8】
　　　　識語 520

【羽 9】
　　　　陳濤 2010b

【羽 11】
　　　　落合 2002

【羽 12】
　　　　陳濤 2010b、岩本 2016

【羽 13】
　　　　陳濤 2012、高橋 2013、高橋2014、王蘭平2015，Nicolini-Zani 2016、
　　　　岩本 2016

【羽 14ノ 1】S.6121 と接合、上博 24（24579）、S.11910、BD09954は同一寫本の離れ
　　　　王天然 2012、夏國强 2016

【羽 14ノ 2】
　　　　夏國强 2016

【羽 14ノ 3】P.2620は同一寫本の離れ
　　　　王天然 2012、夏國强 2016
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【羽 15ノ 1】P.2669と接合
　　　　許建平 2012、王天然 2012

【羽 15ノ 2ノ 1、羽 15ノ 2ノ 2】Dh.0588は同一寫本の離れ
　　　　許建平 2012、王天然 2012

【羽 15ノ 3】S.3330、P.2978、S.6346、S.6196は同一寫本の離れ
　　　　許建平 2012、王天然 2012

【羽 15ノ 3ノ 2ノ 1】
　　　　劉永明 2010、陳于柱 2015

【羽 16】Dh.04512、Dh.01712と同一寫本の離れ
　　　　王天然 2012

【羽 18】S.2074と同一寫本の離れ
　　　　王天然 2012

【羽 19R】P.4988と接合
　　　　賈曉明・馬鴻雁 2012、黃薇 2014、王卡 2015

【羽 19V】P.4988Vと接合
　　　　張涌泉・張新朋 2012、張涌泉 2015

【羽 20R】
　　　　TTD1-X、陳濤 2010a、岡野誠 2011

【羽 20V】
　　　　岡野誠 2011

【羽 24】羅振玉舊藏貞松堂本と接合。貞松堂本は P.3354、S.3907と接合する 8。
　　　　TTDs-26、池田溫 1998b、池田溫 2011、陳國燦 2012、陳
　　　　國燦 2013

【羽 24V】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 25V】
　　　　陳國燦 2012、陳國燦 2013、陳晶 2014

【羽 27ノ 1】
　　　　TTD 3-272、TTDs-敦煌發現契 I-3、池田溫 2000、陳國燦 2012、陳
　　　　國燦 2013、陳麗萍 2014a、池田溫 2011

8羽 24Rと貞松堂本が接合することは陳國燦 2012で指摘される。貞松堂本と S.3907、P.3354v
の接合については、池田溫 1957「敦煌發見唐大曆四年手實殘卷について (上)」『東洋學報』第 40
卷第 2號，76頁注 (1)に指摘がある。
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【羽 28】
　　　　TTD3-276、TTDs-30、池田溫 2000、陳國燦 2012、陳國燦 2013

【羽 31】
　　　　岩本 2006、岩本 2013

【羽 32】
　　　　高田 2011、陳國燦 2012、陳國燦 2013、齊藤 2014、陳濤 2014、陳
　　　　濤 2015

【羽 33】Dh.02352と接合
　　　　牧野和夫 2003、張涌泉 2015

【羽 34】
　　　　池田溫 2000

【羽 35】
　　　　池田溫 2000

【羽 36R】
　　　　陳國燦 2012、陳國燦 2013

【羽 37】S.19、Dh.3903は同一寫本の離れ
　　　　金少華 2010、張小虎 2011

【羽 38R】羽 72aRは同一寫本の離れ
　　　　岩本 2004、岩本 2010a、陳勇 2014

【羽 38V】羽 72aVは同一寫本の離れ
　　　　劉永明 2010

【羽 39R】
　　　　湯谷 2004

【羽 39V3】
　　　　鄭阿財 2010、玄 2011、張涌泉 2015

【羽 40R】BD12242（臨 2371）と接合 9

　　　　岩本 2005、小曾戸 201010、劉永明 2010、岩本 2010b、岩本 2011a11

【羽 40V】
　　　　鄧文寬 2012

9當該寫本が BD12242と接合することについては、張磊「日本古辭書所引《本草》與敦煌本《本
草》比較硏究」『敦煌學輯刋』2013年 1期，67-72頁にも指摘があるが、特に羽 40Rの內容に關す
る議論は見られないため、ここには舉げていない。

10「第 1～3行に接續する零片が北京の國家圖書館に所藏されていることが近年判明したが、目
下公開されていないので、今回は殘念ながら紹介できない」という。

11臨 2371との接合狀況について圖入りで說明がある。
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【羽 41R】
　　　　岩本 2011b、趙貞 2014

【羽 41V】
　　　　鄧文寬 2012

【羽 42R】
　　　　陳明 2012

【羽 42V】
　　　　陳于柱 2014

【羽 43】
　　　　陳明 2012

【羽 44】
　　　　劉永明 2010、岩本 2011c、岩本 2012、游自勇 2013、王祥偉 2014a、
　　　　王祥偉 2014b

【羽 45】
　　　　陳濤 2010b

【羽 46】
　　　　陳濤 2010b

【羽 49R】
　　　　蔡淵迪 2012

【羽 52】
　　　　王祥偉 2011

【羽 53】
　　　　山口 2012、陳麗萍 2014a

【羽 56R】
　　　　許建平 2011、聶志軍 2013、虞思徵 2014

【羽 57R】S.692と接合
　　　　陳麗萍 2013、田衞衞 2015、張涌泉 2016

【羽 59R】P.3191、S.5861D、BD10613、BD10076、S.9951、S.5861C、S.5861Aと接合
　　　　陳麗萍 2014b

【羽 61】BD11177、BD11178、BD11180は同一寫本の離れ
　　　　赤木 2011、速水 2016

【羽 62R】
　　　　陳麗萍 2014a
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【羽 62V】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽 63】
　　　　池田溫 2011、陳麗萍 2014a

【羽 64】
　　　　王祥偉 2011、陳麗萍 2014a

【羽 65】
　　　　王祥偉 2011

【羽 65ノ 1】
　　　　呂德廷 2014

【羽 66R】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽 67R】
　　　　高啓安 2012

【羽 67V】
　　　　高啓安 2012

【羽 68】
　　　　王祥偉 2011

【羽 69ノ 1】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽71】石谷風本（『晉魏隋唐殘墨』70頁、71頁＋ 69頁所收の 3點）とBD04085+BD03789

は同一寫本の離れ
　　〈變文〉張涌泉 2015、荒見 2016

　　〈手紙〉山本 2011、山本 2015

【羽 72ノ aR】羽 38Rは同一寫本の離れ
　　　　岩本 2004、岩本 2010a、陳勇 2014

【羽 72ノ aV】
　　　　劉永明 2010

【羽 72ノ bノ 1、2】
　　　　劉永明 2010、周西波 2012、王三慶 2014、王卡 2015

【羽 72ノ bノ 2】
　　　　永田 2015

【羽 73】S.5450、S.5544、P.2876、Dh.8850に書寫される『金剛經』はすべて同じ筆跡
　　　　張總 2015、張小剛・郭俊葉 2015
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【羽 77R】
　　　　馬德 2011

【羽 81】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 81V】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 84】
　　　　落合 2001、林敏 2004、林敏 2005、林敏 2008

【羽 87】BD5872と接合
　　　　張涌泉・孟雪 2015

【羽 94】
　　　　佐藤 2013a、佐藤 2013b、呂 2014、佐藤 2015、鄭阿財 2016

【羽 96】
　　　　王友奎 2012

【羽 98】
　　　　落合 2012

【羽 100】
　　　　蕭文眞 2012、蕭文眞 2013、蕭文眞 2015

【羽 150】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 152】
　　　　聶志軍・林生海 2016

【羽 153V】
　　　　朱鳳玉 2013a、朱鳳玉 2013b

【羽 155】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 172】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 172Vノ 2、3】
　　　　坂尻 2012

【羽 173】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 180】上博 20と接合
　　　　張小艷 2015a
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【羽 182】
　　　　池田將則 2014

【羽 183】羽 518と接合
　　　　張涌泉・徐鍵 2015

【羽 184】
　　　　鄭阿財 2013

【羽 192】
　　　　鄭阿財 2013

【羽 230】
　　　　聶志軍・林生海 2016

【羽 268】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 269】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 270】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 271】
　　　　入澤・三谷・臼田 2013、池田將則 2013、張凱 2013、呂德廷 2014、
　　　　張凱 2014、張文良 2014

【羽 277】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 299ノ 1】
　　　　呂德廷 2014

【羽 309】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 310】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 325】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 326】
　　　　張涌泉 2013、聶志軍・林生海 2016

【羽 333V】
　　　　池田將則 2012、呂德廷 2014
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【羽 337】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 339】
　　　　呂德廷 2014

【羽 342】
　　　　呂德廷 2014

【羽 356】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 359】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 386】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 393R】
　　　　呂德廷 2014

【羽 408】
　　　　張總 2015

【羽 411】
　　　　西本 2012、西本 2013

【羽 414】
　　　　呂德廷 2014、王卡 2015

【羽 422】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 426】
　　　　聶志軍・林生海 2016

【羽 427】P.3743と接合
　　　　張新朋 2013

【羽 431】
　　　　高橋 2013、高橋 2014、Nicolini-Zani 2016、岩本 2016

【羽 432】S.20は同一寫本の離れ
　　　　池田昌廣 2013

【羽 448】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 452】
　　　　鄭阿財 2016
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【羽 457】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 457ノ 11】
　　　　呂德廷 2014

【羽 458】
　　　　王卡 2015

【羽 459】
　　　　高橋 2013、高橋 2014、王蘭平 2014、Nicolini-Zani 2016、王蘭平
　　　　 2016、岩本 2016

【羽 460】
　　　　高橋 2013、高橋 2014、Nicolini-Zani 2016、王蘭平 2016、岩本 2016

【羽 513】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 515】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 518】羽 183と接合
　　　　張涌泉・徐鍵 2015

【羽 554】
　　　　張小艷 2015b

【羽 561】斷片mと大谷 3075が接合する。また、大谷 3449＋大谷 3078は一聯の吐魯
番文書。
　　　　池田溫 1998、片山章雄 2012、榮新江 2016

【羽 569】上圖 18と接合。散 0676（貞松堂舊藏本。粹片 20片のうち一部は現在中國國
家博物館に收藏［歷博 52-2、52-3］）、ZSD076は同一寫本の離れ。
　　　　山口 2016

【羽 570】S.2781と接合
　　　　橘堂 2011

【羽 587】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 589】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 589ノ 7】
　　　　呂德廷 2014
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【羽 589ノ 8】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 13】Dh.1893と接合
　　　　呂德廷 2014、郜同麟 2016

【羽 589ノ 14】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 16】
　　　　郜同麟 2016

【羽 589ノ 19】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 20】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 21】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 27】
　　　　呂德廷 2014

【羽 589ノ 28】
　　　　呂德廷 2014

【羽 590ノ 9】
　　　　呂德廷 2014

【羽 590ノ 10】
　　　　呂德廷 2014

【羽 597】
　　　　張小艷 2015b

【羽 609】吐魯番文書
　　　　榮新江 2016

【羽 612】羽 614、石谷風 60と接合。Ch.75.IV.2と筆跡が酷似する。
　　　　王卡 2015

【羽 613】
　　　　王卡 2015、郜同麟 2016

【羽 614】羽 612、石谷風 60と接合。Ch.75.IV.2と筆跡が酷似する。
　　　　王卡 2015

【羽 615R】
　　　　王卡 2015
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【羽 616】
　　　　神塚 2015、王卡 2015

【羽 619】
　　　　釋長叡 2015

【羽 620】吐魯番文書
　　　　榮新江 2016

【羽 620ノ 2】
　　　　速水 2011

【羽 623】
　　　　菅野 2014a、菅野 2014b、鄭阿財 2016

【羽 628】
　　　　朱鳳玉 2016

【羽 635】羽 727と接合
　　　　張小艷 2015a

【羽 637R】
　　　　王卡 2015

【羽 638】
　　　　王卡 2015

【羽 639R+V】
　　　　呂德廷 2014

【羽 645】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 646】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 647】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 649】
　　　　呂德廷 2014

【羽 657】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 663】
　　　　陳麗萍 2015

【羽 664】
　　　　黑田 2011
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【羽 664ノ 1】羽 664ノ 9Rの下部に貼り付けられている紙片と接合
　　　　張新朋 2014

【羽 666】12

　　　　神塚 2015、王卡 2015

【羽 673R】S.3071、WB32-1(3)は同一寫本の離れ
　　　　呂德廷 2014、神塚 2015、王卡 2015、郜同麟 2016

【羽 677】羽 703は同一寫本の離れ
　　　　王祥偉 2016

【羽 682V】
　　　　黑田 2011

【羽 686】
　　　　赤木2013、馮培紅2013、榮・朱2013、榮・朱2014、Rong Xinjiang2015

【羽 688】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽 689】
　　　　岩尾 2014

【羽 690】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽 698R】
　　　　呂德廷 2014、鐘靜美 2016

【羽 698V】
　　　　山口 2011

【羽 703】羽 677は同一寫本の離れ
　　　　王祥偉 2016

【羽 704R】
　　　　郜同麟 2016

【羽 717R】
　　　　陳麗萍 2014a

【羽 719】吐魯番文書
　　　　吉田 2014、榮新江 2016

12王卡 2015-432頁所揭の表中に BD14841Hが擧げられるが、羽 666との關聯についてははっき
りと述べられていない。
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【羽 722R、V】有隣館 36號と接合。Vには兩者ほぼ同じ內容の書狀が記されており、
羽田寫眞 445にはさらにもう一點の類似の書狀が見える。
　　　　高田 2015

【羽 723】
　　　　張總 2015

【羽 726】
　　　　李子捷 2013、李相旻 2013、이상민 2014

【羽 727】羽 635と接合
　　　　張小艷 2015a

【羽 728V】
　　　　西本 2014

【羽 733】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 739V】
　　　　呂德廷 2014

【羽 741】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 742V】
　　　　張總 2015

【羽 748】
　　　　鄭阿財 2016

【羽 771】
　　　　朱鳳玉 2016

略號一覽
TTD1：
co-edited by Tatsuro Yamamoto, On Ikeda, Makoto Okano，Tun-huang and Tur-

fan documents：concerning social and economic history / Legal texts（A） Intro-

duction & texts（B）Plates，Tokyo，Committee for the Studies of the Tun-huang

Manuscripts, Toyo Bunko, 1978-1980

TTD3:

co-edited by Tatsuro Yamamoto, On Ikeda，Tun-huang and Turfan documents：
concerning social and economic history / Contracts（A） Introduction & texts

（B） Plates，Tokyo，Committee for the Studies of the Tun-huang Manuscripts,
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the Toyo Bunko , 1986-1987

TTDs:

co-edited by Tatsuro Yamamoto, On Ikeda, Makoto Okano，Tun-huang and Tur-

fan documents：concerning social and economic history / Supplement（A）Intro-

duction & texts（B）Plates，Tokyo，Committee for the Studies of the Tun-huang

Manuscripts, the Toyo Bunko, 1978-<2001>
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